
公表日：令和4年1月24日 事業所名：こども発達支援センターにじいろ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
・利用定員に応じた指導訓練室等スペースの十分な
確保

・Ｈ27.7に施設改修をし、スペースを確保している

・子どもが活動しているところを屋外でしか見ていない
のであまりわからない。少し参観する機会があったらう
れしいなと思う。全てを知っている訳ではないが十分す
ぎる程十分なスペースを設けて下さっていると思う。とて
も広く運動、個別と分れていて良い。

・集団よりは個別の場面の方が参観しやすい。

2 ・職員の適切な配置

・保育士･児童指導員･看護師･言語聴覚士を常勤で配
置するとともに、関係機関等において、臨床心理士･理
学療法士･作業療法士の専門職と連携をし、児童及び
保護者への支援を行う

・専門職の方がいるのは心強い。
・たくさんの方がお世話して下さっています。

・常勤で看護師や言語聴覚士を配置する他、大学の臨床心理セ
ンターと連携し、臨床心理士による発達検査や発達相談を行い、
子どもの特性理解と適切な療育の提供に努め、子どもの暮らし
（家庭、学校・園所）に反映させていく
・毎年玄関の掲示板に職員紹介（写真･名前・職種）を行うが、本
年度は、新型コロナウイルス感染症予防のため、通所時の保護
者の施設入所をご遠慮いただいたが、にじいろ通信で支援員の
紹介を行う
・関係機関等と連携し、理学療法士・作業療法士の配置の充実を
図る
・モニタリング等で、活動の様子を見てもらう機会をつくり、内容を
説明する

3
・本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、情報伝
達等に配慮した環境など障害の特性に応じた設備
整備

・建物の構造上、バリアフリー化できない個所がある
が、その他必要な設備等は整えている

・イラストや写真等提示して工夫されている。
・安全性にも気を配られている。とても配慮の多い環境
に思う。バリアフリーは分りません。

・事故やヒヤリハットの報告事例を検証し、今後の施設環境整備
に努める
・児童が分かりやすいよう絵カード等を使用した環境を引続き行う
・モニタリング等で、活動の様子を見てもらう機会をつくり、内容を
説明する

4
・清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に合わせ
た生活空間の確保

・新型コロナウイルス感染症予防と併せ、清掃や環境
整備を実施し、清潔な空間を保っている

・充分だと思います。対策も有難うございます。
・コロナ禍で中の状況ははっきりと分らないが、中から
見る限りキッチリときれいに環境づくりをしてくださってい
ると思う。
・コロナ禍なので学習時、横との間に仕切りがあるか心
配
・建物内は良い環境だと思います。外遊び（例えば遊
具）やもっと広い屋外スペースがあればなお嬉しく思い
ます。

学習の部屋はし切りはないが、常に換気がされていて皆が壁に
向かって間隔も充分取って座って学習している。

1
・業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定
と振り返り）への職員の積極的な参画

・日々の業務改善については、毎日、ミーティングや職
員会議を実施し、また年間の取組については、毎年11
月に児童・デイ別々に業務運営等に係る取組の評価を
行い、改善及び新規取組についての検討を行っている

･職員一人一人が意見を出し合い、安全安心な業務運営ができる
よう、定期的な評価と改善を継続し行う

2 ・第三者による外部評価を活用した業務改善の実施 ・未実施
・第三者評価を活用したマネジメント研修に参加。今後、外部評
価を活用した運営に向け取り組んで行く

3 ・職員の資質の向上を行うための研修機会の確保 ・職員研修計画を立て、資質向上に取り組む ・職員研修を継続し行う

児童発達支援・放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
・アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上での児童発達支援
計画又は放課後等デイサービス計画の作成

2
・子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団活動を
適宜組み合わせた児童発達支援又は放課後等デイ
サービス計画の作成

3
・児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計
画における子どもの支援に必要な項目の設定及び
具体的な支援内容の記載

4
・児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計
画に沿った適切な支援の実施

・実施している

・子どもが楽しみながら、どんどん成長していく姿に、毎
回楽しみにしている
・支援はしっかりと行われていて、子どもの発達が成長
していると感じる
・一日の予定を本人に合わせて工夫してくださっている
・活動を見ていないので分かりません

・より　その児童にあった療育を、保護者と一緒に考えて取り組ん
で行く
・モニタリング等で、活動の様子を見てもらう機会をつくり、内容を
説明する

5 ・チーム全体での活動プログラムの立案
・各分野毎での助言や専門職毎での話し合いを行い、
チーム全体のプログラムを立案している

・利用者や保護者の困りごとを一緒に整理し、利用者にわかる形
で連携先を提示し、選んでもらえる支援体制を構築する

6 ・平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やかな支援 ・平日と長期休暇で、支援内容を変えて実施している
・固定化しないよう工夫を凝らすとともに、特に長期休暇において
は、活動内容をより詳細に記入することで、一日の支援内容が分
かるよう保護者への連絡ノートの充実を図る

7 ・活動プログラムが固定化しないような工夫の実施 ・季節の行事や制作活動等を実施している
・発達段階に応じて少しずつプログラムを変えるとともに、にじい
ろでの遊びや活動が楽しい工夫を取り入れて行く

8
・支援開始前における職員間でその日の支援内容
や役割分担についての確認の徹底

・利用者毎の注意事項や支援内容を、確認している ・職員間の情報共有を継続し行う

9
・支援終了後における職員間でその日行われた支
援の振り返りと気付いた点などの情報の共有化

・支援終了後に、保護者から聴取したことや、その日の
内容について、情報共有を実施している

・職員間の情報共有を継続し行う

10
・日々の支援に関しての正確な記録の徹底や、支援
の検証・改善の継続実施

・支援内容等について記録をし、ミーティングを実施して
活動内容の検証・改善を行っている

・職員間の情報共有を継続し行う

11
・定期的なモニタリングの実施及び児童発達支援計
画又は放課後等デイサービス計画の見直し

・定期的にモニタリングを実施している ・評価、見直しを行い支援を継続する

・モニタリングとお迎えのフィードバックでよくできていま
す。
・子どもの事をすごく見て下さっていてとても有りがたい
対応をしていただいている。着実にしっかりと前へ進ん
で行ける。
・無理のない寄り添った内容でいつも安心です。少しず
つ少しずつ子どもの状況を冷静に見て判断して頂いて
いる。
・寄り添いつつ傍で臨機応変に対応して下さっていま
す。

･利用者の状況に合わせ、保護者と現状を話し合って
目標を設定（サービス計画）している
･利用者の状態や支援内容に変化があった場合は、適
時モニタリングを行い、計画作成の見直しを実施してい
る
･個別・集団療育の計画も組み入れている

・子どもが「今、困っていること」にアプローチし、プログラムは帯
状で次に繋げて行く
・継続している支援は、連携する関係機関（チーム）で振り返り、
また検証を行い、新たな可能性を見つけるきっかけになるよう取
り組む

・色々工夫されていて、子どもも楽しく参加できており嬉
しいです。
・少しずつ子どもの変化に合わせた進め方で対応して
下さっている。
・遊びを工夫したり、レベルに合わせてくれていると思
う。
・色々な活動があり毎回楽しく取り組めているようです。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
・子どもの状況に精通した最もふさわしい者による障
害児相談支援事業所のサービス担当者会議へ参画

・計画相談事業所との連携は積極的に行い、必ず参加
している

・引き続き計画相談事業所との連携を密にして行く

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
・地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携した支援の実施

・三木市地域自立支援協議会こども部会に参加する
他、重症心身障害児病院との連携支援体制を構築して
いる

・医療的ケア児の受け入れについては、市、教育委員会、学校園
所、病院、事業所等の連携が不可欠であることから、市の連絡会
等に積極的に参加し、連携支援体制の構築を図る
・医療的ケア児等コーディネーター養成研修を修了者した看護師
を配置し、相談及び支援体制の強化を図る

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
・子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制の
整備

・主治医の指示内容に基づき、体調不良時や緊急時の
対応に努めている

・主治医や協力医療機関と連携を継続して行く

4

・児童発達支援事業所からの円滑な移行支援のた
め、保育所や認定こども園、幼稚園、小学校、特別
支援学校（小学部）等との間での支援内容等の十分
な情報共有

・学校、園・所と連携を継続して行く

5

・放課後等デイサービスからの円滑な移行支援のた
め、学校を卒業後、障害福祉サービス事業所等に対
するそれまでの支援内容等についての十分な情報
提供

・障害福祉サービス事業所等と連携を継続して行く

6
・児童発達支援センターや発達障害者支援センター
等の専門機関と連携や、専門機関での研修の受講
の促進

・専門機関で開催の研修には、積極的に参加している ・職員研修を継続し行う

7

・児童発達支援の場合の保育所や認定こども園、幼
稚園等との交流や、放課後等デイサービスの場合
の放課後児童クラブや児童館との交流など、障害の
ない子どもと活動する機会の提供

・未実施

・市外の園ですので交流はまだ少ないですが相談を受
けて下さりありがとうございます。
・他交流は無いように思うが今の状況では必要と思って
いない（普段の保育園で一緒に活動しているので要らな
い）

・近隣の幼稚園や認定こども園等の児童を招待した「第1回にじい
ろあそびの文化祭」を、10月に計画していたが、コロナウイルス感
染症の終息が見込めないことから事業を中止する。来年度の開
催に向け、楽しい交流の場となるようつ計画を推し進める

8
・事業所の行事への地域住民の招待など地域に開
かれた事業の運営

・未実施 ・スタートしてまだ少しなので、良くわからない

・隣接する特別養護老人ホームや地域住民を招待した「第1回に
じいろあそびの文化祭」を、10月に計画していたが、新型コロナウ
イルス感染症の終息が見込めないことから事業を中止する。来
年度の開催に向け、楽しい交流の場となるようつ計画を推し進め
る

関
係
機
関
と
の
連
携

・学校、園・所並びに障害福祉サービス事業所等と日頃
から連携して情報共有に努めている



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1 ・支援の内容、利用者負担等についての丁寧な説明 ・保護者等との契約の際に、詳細な説明を行っている
・説明はしないでも、いつも丁寧です。
・モニタリングでお世話になっています。

・支援内容等を保護者に分かりやすく丁寧に説明する

2
・児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計
画を示しながらの支援内容の丁寧な説明

・サービス利用計画に掲げる支援の内容について、丁
寧な説明を心掛けている

・説明はしないでも、いつも丁寧です。 ・支援計画等を保護者に分かりやすく丁寧に説明する

3
・保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対するペアレント･トレーニング等の支援の実施

・児童期のペレント・トレーニングを実施している

・話の流れで必要なアドバイス等を話して下さる。
・告知ありました。参加できずにすみません。
・児童発達支援で行われていると聞きました。ぺアトレ
は就学前の児童の親だけでしょうか？思春期の生徒の
親にむけてのペアトレはしないのでしょうか？

・今のところ、就学前の児童のみです。

4
・子どもの発達の状況や課題について、日頃から保
護者との共通理解の徹底

・実施している

・毎回とても丁寧に様子を教えて頂けています。アドバ
イスもして頂けて助かります。その時の流れで必要なア
ドバイス等を話して下さる。
・お迎え時にお話しできていると思います。お迎えの時
に様子を教えて頂いています。
・送迎時に○○した時に〇〇取り組めましたと〇〇の力
が伸びています等状況や課題の目的について詳しく説
明して頂いています。
・支援者とゆっくり話をする時間があまりないので連絡
帳の保護者記入場所をもっと広く取ってほしい。
・連絡帳の記入部分がいつも足りなくなってしまう。ゆっ
くりと支援をしてくださった後、お話ができない分、にじい
ろでの様子を詳しく記入して頂ければ…と思う

・連絡帳の保護者が記入できる欄を増やしていく。

5
・保護者からの子育ての悩み等に対する相談への
適切な対応と必要な助言の実施

・実施している

・利用して間もない為
・コロナ禍になってから少なくなったように思います。
・子どもの通う園へ我が子に適した支援の方法を（視覚
支援等）を伝えてくれたらありがたいと思う。
・モニタリング、通所時の対話
・モニタリング以外の面談はないですが、こちらからお
話すれば応えて下さるので助かります。

・初めてにじいろを利用される保護者には、相談案内チラシ等の
配布以外に、こちらから声掛けをするなどの対応に努めるととも
に、にじいろの以外の相談窓口も、保護者が選べるよう分かりや
すくお伝えをする

6
・父母の会の活動の支援や、保護者会の開催による
保護者同士の連携支援

・利用児童の保護者を対象とした「おしゃべり会」を月1
回実施している

・それらの会があるかどうか知らないので、何とも言えない。
・おしゃべり会をしてくださっている（参加はしていないが）
・参加なし　紙面だけでは少ししかわからない。
・参加していません
・参加できていないがおしゃべり会があるのは知っている。
・利用して間もない為
・父母会や保護者会などあるのでしょうか？おしゃべり会のこ
となのでしょうか？

・「父母の会」の活動はありません
・保護者を対象とした「おしゃべり会」が、早期に開催日を確認で
きるよう、にじいろ通信で年間計画（日時･内容）を、お知らせをす
る
にじいろ通信で「おしゃべり会」の活動内容等を報告する
・現在、平日で開催の「おしゃべり会」について、土・日曜日の開
催も含めた検討を行う

7
・子どもや保護者からの苦情に対する対応体制整備
や、子どもや保護者に周知及び苦情があった場合の
迅速かつ適切な対応

・保護者からの苦情受付は随時実施し、児童発達支援
管理責任者又は管理者が対応している

・苦情等を聞いたことがないのでどういう対応がなされ
ているか分らない。
・苦情を持つことがないほど丁寧な対応をしてくださる。
・電話等の連絡もあり迅速と思います。
・私自身は苦情等経験がありませんのでわからないに
〇を入れましたがきっと適切に対応されていると思いま
す。
・個別の日程を事前のお知らせでしてもらえるようにな
り、より便利になったと感じました。
・たくさんの先生が居られるが先生方同士でしっかり情
報を交換されている様子。湊先生が代表してお母さん
のような立場でいて下さっている。
・お迎えの時にあります。

・対応が困難な相談等は、意見要望解決委員会を開催し対処す
る

保
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

8
・障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮

・保護者とのコミニュケーションについては、説明内容
等を理解してもらえるように配慮している

・担当を分けられている？ように思う。いつも、何でも、
配慮して対応して下さっている

・モニタリングや迎えの時に活動内容やにじいろでの様子を分か
りやすく伝える
・ご不明な点がないか、確認を行い、丁寧な対応に努める

9
・定期的な会報等の発行、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報についての子どもや保護者への発
信

・毎月、月初に発行するにじいろ通信で、活動概要や事
業時予定を周知している

・案内等はしっかりした印刷物で渡して下さる。
・利用が月に２回なのでわざわざ郵送して下さっていま
す。

・にじいろ通信で、情報発信を継続し行う

10 ・個人情報の取扱いに対する十分な対応
・契約時に、秘密保持について説明を行い、併せて保
護者から同意書に署名をいただいている

・中の事は分らないが注意されていると思う。

・職員研修で、個人情報の取扱について注意を促すとともに、特
に、個人情報を管理保存する機器類等の取扱については、必要
となるカード・鍵・パスワード等、権限のある管理者等が厳重に管
理を行う

1
・緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルの策定と、職員や保護者への周知徹
底

・安全安心マニュアルを整備し、保護者に周知している

・中のことは分らないが注意されていると思う。
・左記のマニュアルは伝えて頂いているが、定期的に確
認して頂きたいです。内容を忘れてしまうので間違った
対応をしそうです。

・玄関に緊急マニュアル等を置く様にしたい。
・事故防止対策委員会を毎月開催し、事故防止や事故発生時の
対応等を定めたマニュアルを整備するとともに、事故防止の職員
研修を開催し、再発防止に努める
・連絡調整会議や運営会議を毎月開催し、安全管理設備の定期
点検や防犯カメラの設置、不審者対策等を定めたマニュアルを整
備するとともに、警察署員を講師に招いた職員防犯研修を開催
し、児童や職員の安全確保に努める
・感染症防止対策委員会を毎月開催し、学校の休校や児童欠席
の状況把握、職員の健康管理、衛生用品の管理、感染症予防の
職員研修、国県市通知の感染症に係る情報の共有及び感染症
予防の対策を講じる
・新型コロナウイルス感染症の予防や消毒の処置など、具体的な
方法を定めたにじいろ感染対策マニュアルを整備する
・保護者にも新型コロナウイルス感染症の予防を呼び掛け、利用
児童･保護者･来所者･事業所職員が一丸となって感染症予防に
取り組む

2
・非常災害の発生に備えた、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練の実施

・年2回の避難訓練を実施している

・マニュアル策定を保護者とともに丁寧にやってください
ました。
・マニュアル通りに行動できるか？マニュアルの見直し
は必要ではないか？繰り返し訓練の機会を設ける事が
必要ではないか。よくわからない。あったかも。

定期的に避難訓練等を実施している。実施後はにじいろ通信や
一斉メール等でお知らせしたい
・避難訓練の内容を保護者に通知するとともに、災害等で通信連
絡網が遮断した場合の児童の引き渡しについて、引き続き周知し
て行く

3
・虐待を防止するための職員研修機会の確保等の
適切な対応

・虐待防止委員会を開催し、職員研修を実施している

・身体拘束虐待防止委員会を3か月に1回開催し、身体拘束止や
虐待防止等を定めたマニュアルを整備するとともに、児童虐待･
障害者虐待･高齢者虐待、懲戒及び体罰、虐待事例等の職員研
修を開催し、虐待防止に努める

4

・やむを得ず身体拘束を行う場合における組織的な
決定と、子どもや保護者に事前に十分に説明・了解
を得た上での児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画への記載

・車椅子ベルト等の使用については支援計画への記
載、説明書の署名など経て身体拘束委員会を開催し、
必要最小限の拘束に努めている

・利用児童の身体拘束禁止に向けた取組の評価を身体拘束虐待
防止委員会で確認し、改善や継続内容を次の支援計画案に反映
させ、保護者に安全安心な療育支援の取組を丁寧に説明する
・身体拘束廃止に向けた具体的な実践事例の職員研修を引続き
実施して行く

5
・食物アレルギーのある子どもに対する医師の指示
書に基づく適切な対応

・保護者からの聴取、医師の指示書に基づき、アレル
ギーの有無の確認を行っている

・児童利用調整会議を開催し、児童に係る基本情報を把握する

6
・ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内での共有
の徹底

・事故防止対策委員会を開催し、事故の検証、共有及
び事例研修を実施している

・事故防止対策委員会を毎月開催し、事故防止や事故発生時の
対応等を定めたマニュアルを整備するとともに、事故防止の職員
研修を開催し、再発防止に努める

非
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1 ・子どもは通所を楽しみにしているか

・帰りたくないくらい楽しいようです。
・とても喜んで通所している。
・毎週行くのが楽しみです。
・いつもとても楽しみにしています。
・施設が近づくと降車の準備をしています。ルーティンに
しているので楽しみにしているか分りかねます。

・これまで以上に、親切・丁寧・笑顔での対応をこころがけ、安心
して利用継続していただけるよう取り組んでいく。

2 ・事業所の支援に満足しているか

・とても丁寧に対応して下さりいつも嬉しく思っていま
す。
・とてもありがたい場所です。先生それぞれがプロ意識
のある対応で安心です。親切、丁寧、笑顔での対応が
安心して子供をお願いできる環境です。
・とても満足している
・玄関の所に職員のお写真をのせてとても分かり易く見
易かったです。
・活動プログラムをもっと増やしてほしいです。
・満足しているが、週１回利用というのが残念です。

・来年度は現行のプログラムに加え、月１回の割合でイベントなど
を企画していきたい。(放デイ）
・利用回数については変更はありませんが、児童に合わせた満
足いただける内容のプログラムを検討していく。

満
足
度


